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資料１



本日のトピックス

1. 気候変動（過去・現在・未来）

2. 気候変動の健康影響

3. 特に影響を受けやすい人々・地域

4. 緩和策と適応策
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（1850～1900 年を基準）

IPCC AR6/WG1報告書政策決
定者向け要約（SPM）暫定訳



4UNFCCC_COP26_13Nov21_ClosingPlenary_KiaraWorth-9

• COP21（パリ協定） 2015年
産業革命前からの地球平均気温上昇を2℃より十分
下方に保持。また1.5℃に抑える努力を追及。

• COP26（グラスゴー気候合意） 2021年
1.5℃に抑える努力を追及。 1.5℃を重視



将来の気温変化

5IPCC AR6/WG1報告書政策決定者向け要約（SPM）暫定訳



人為起源年間排出量（ 2015～2100 年）

6IPCC AR6/WG1報告書政策決定者向け要約（SPM）暫定訳



IPCC第6次評価報告書
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https://www.ipcc.ch/https://www.jccca.org/ipcc/



2009                          2015

https://www.lancetcountdown.org/

https://www.lancetcountdown.org/


熱波への曝露

9

65歳以上の高齢者が熱波に曝露した年間延べ人日数の推移（1986-2005年を基準）。

Watts N, Amann M, Arnell N, et al. Lancet 2020;397:129-70.



感染症流行のリスク変化

10Watts N, et al. Lancet 2020;397:129-70.
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様々な健康影響
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米国CDC の原図（https://www.cdc.gov/climateandhealth/effects/default.htm）を改変

出典：岩波書店『科学』2022年1月



世界の死亡者数と主要リスク因子

12GBD 2019 Risk Factors Collaborators. Lancet. 2020;396(10258):1223-1249.

女性、2019年
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過小評価？



気候変動による過剰死亡

2030-2050年
• 約25万人/年 (A1bシナリオ)

• 脆弱な集団

こども、高齢者、低所得国、都市部の貧困層（スラム地域等）、

伝統的暮らしを営む人々、沿岸部住民（島嶼国など）

WHO 2014 
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洪水への曝露人口



温暖化に伴う下痢症による過剰死亡者数

約3.0万人 (95%予測区間 2.5万; 3.4万)

約0.6万人 (95%予測区間 0.5万; 0.8万)

約8.4万人 (95%予測区間 6.8万; 10.0万)

主に、サハラ砂漠以南アフリカと南アジア

Chua et al, Lancet Planetary Health 2021;5(7):e436-e445 15

2080-2095年

中間的気温上昇シナリオ

楽観的気温上昇シナリオ

悲観的気温上昇シナリオ



特に影響を受けやすい人々・地域

マラリア、デング熱、下痢症、低栄養、洪水、熱中症による死亡

Map projections from Patz et al., 200716



緩和策と適応策

熱中症関係省庁連絡会議幹事会 資料より17
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各国の排出量に占める医療
関連排出量の割合

日本 6.4%

医療関連排出量の
国別割合

Health Care Climate Footprint Report 2019

緩和策



コベネフィット
co-benefits

・自動車から自転車へ
（大気汚染とCO2排出の同時抑制、運動による心肺機能強化）

・肉の消費を減らす（特に反芻動物）
（低炭素で健康な食品へ転換）

温室効果ガスの排出抑制（緩和策）
と

健康増進の一挙両得



世界で多くの人が苦しんでいる病気は
気象に影響されやすい

年間死亡数 気象との関連

— 低栄養： 25万人 穀物生産

— 下痢症： 153万人 洪水・渇水・病原体増殖

— マラリア： 64万人 媒介蚊・マラリア原虫

現在行われている対策をもっと広げ、よくする。
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適応策

[GBD 2019]
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まとめ

• 気候変動の健康影響はすでに起こっている。

• すべての地域が影響を受けるが、開発途上国で最も顕著な
影響が予測されている。

• 社会レベルでの適応（緩和に加えて）策が必要である。

• 将来の影響を正確に予測するのは難しい。

• 未来は変えられる＝わたし達のおこない次第。
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